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「
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
船
舶
税
』

近
世
イ
ギ
リ
ス
の
行
財
政
史
に
よ
ほ
ど
関
心
を
持
つ
読
者

で
も
な
け
れ
ば
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
が
浮
か
ん

で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
時
代
の

「
船
舶
税
」
と
い
う
た
っ
た
一
つ
の
課
税
を
巡
っ
て
三
六
二

頁
に
も
及
ぶ
浩
瀦
な
書
物
を
書
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
長
期

議
会
に
お
い
て
、
こ
の
「
船
舶
税
」
の
課
税
を
巡
り
国
王
と

議
会
が
激
し
く
対
立
し
、
内
乱
（
Ｑ
昌
一
君
胃
）
勃
発
の
要
因

を
生
み
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
内
乱
期
の
政
治
史
や
行
財
政
史
の
中
に
同
税
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
ホ
ィ
ッ
グ
史

家
た
ち
が
同
税
の
廃
止
を
自
由
と
民
主
主
義
の
勝
利
と
評
し

て
の
ち
、
そ
う
し
た
見
解
を
批
判
す
る
修
正
主
義
者
が
現
れ

さ
ら
に
近
年
に
は
ポ
ス
ト
修
正
主
義
者
が
修
正
主
義
者
の
船

（
三
岬
叩
恥
予
轄
爆
価
権
ｍ
Ｃ
緬
砕
匡
叩
刊
・
Ａ
５
判
）

井
内
太
匪

舶
税
論
の
批
判
を
展
開
す
る
と
し
う
よ
う
に
同
税
を
め
ぐ

る
議
論
は
収
束
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
複
雑
化
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
船
舶
税
」
を
巡
る
近
年
の
談
論
が
、
こ
の
問

題
を
扱
う
の
に
最
も
相
応
し
い
研
究
者
に
よ
り
う
ま
く
ま
と

め
ら
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
近
代
イ
ギ
リ
ス
財
政
史
研
究
の

レ
ヴ
ェ
ル
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
喜
び
た
い
。

さ
て
本
書
は
第
１
部
州
社
会
に
お
け
る
船
舶
税
と
シ
ェ
リ

フ
（
五
章
櫛
成
）
、
第
Ⅱ
部
船
舶
税
の
前
史
・
川
的
・
合
法

性
（
五
章
構
成
）
か
ら
牌
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
評
者

の
も
と
に
書
評
の
依
頼
が
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
第
１
部
に

関
す
る
論
評
を
期
待
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
惹

に
反
し
て
評
者
が
最
も
興
味
深
く
読
ん
だ
の
は
、
第
Ⅱ
部
の

第
六
章
「
船
舶
徴
川
か
ら
船
舶
税
へ
」
、
第
七
章
「
海
上
主

推
論
と
船
舶
税
艦
隊
」
の
部
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
海
軍
改
革
に
関
す
る
こ
の
部
分
か
ら
見
て
み

よ
う
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
剛
の
国
王
艦
隊
は
王
有
船
と
民
間
か
ら

徴
発
し
た
武
装
商
船
の
二
元
的
構
成
を
と
っ
て
い
た
。
初
期

ス
テ
ュ
ァ
ー
ト
朝
川
に
入
る
と
、
国
王
海
軍
の
哨
強
の
必
要

性
が
増
し
て
海
軍
改
革
が
行
わ
れ
、
王
有
船
へ
の
一
元
化
が

推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
対
内
的
要
因
と
し
て
は
、
従
来

の
「
乗
り
込
み
戦
術
」
か
ら
「
砲
撃
枇
術
」
へ
と
移
行
し
た

こ
と
、
財
政
難
の
た
め
民
有
船
を
武
装
す
る
た
め
の
補
助
金

が
打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
、
商
船
の
取
半
徴
川
が
海
外
貿
易
を

阻
害
す
る
こ
と
、
臣
民
が
供
出
す
る
船
舶
の
人
的
物
的
装
備

の
劣
悪
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
対
外
的
な
要
因

と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
海
賊
や
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
の

強
力
な
海
軍
に
対
抗
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
制
海
権
を
守
る
べ
く

海
軍
力
増
強
の
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

著
者
は
Ｋ
・
Ｒ
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
の
研
究
に
依
拠
し
な

が
ら
、
海
軍
改
革
に
一
大
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
一
六
二
○

年
代
後
半
に
行
わ
れ
た
カ
デ
ィ
ス
速
征
と
し
烏
・
ラ
ロ
シ
丁
一

ル
遠
征
に
失
敗
し
た
時
期
と
考
え
る
。
こ
の
頃
か
ら
政
府
は

強
力
で
一
元
的
な
国
家
海
軍
の
整
備
に
本
格
的
に
乗
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
政
府
の
海
洋
政
策

も
従
来
の
「
海
洋
自
由
論
」
か
ら
「
海
上
主
椛
論
」
へ
と
転

換
し
て
い
く
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
政
策
が
、

沿
岸
・
内
陸
の
別
な
く
国
民
防
衛
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

（
Ⅱ
抑
上
防
衛
曲
の
全
川
化
）
と
海
砿
の
財
政
的
自
立
化

（
Ⅱ
財
務
府
の
財
政
的
関
与
を
排
除
）
で
あ
っ
た
。
「
国
王
の

海
軍
は
そ
の
「
私
人
性
」
を
捨
て
て
国
家
の
海
軍
に
脱
皮
し

国
民
的
利
舗
の
道
具
と
な
っ
て
い
っ
た
」
（
二
五
四
頁
）
の

で
あ
り
、
こ
の
点
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
海
軍
に
も
継
承
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

我
が
国
で
初
期
ス
テ
ュ
ァ
ー
ト
朝
期
の
海
軍
改
革
を
巡
る

談
論
が
、
こ
こ
ま
で
精
微
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
問
題
は
財
政
・
軍
事
問
題
、
海

洋
・
国
家
論
、
船
員
の
社
会
史
な
ど
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
の

潜
在
的
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
「
地
主
や
麗
民
の

世
界
」
と
し
て
で
は
な
く
「
海
民
の
世
界
」
と
し
て
ブ
リ
テ

ン
国
家
は
、
い
か
に
柵
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
本
普
に

触
発
さ
れ
て
、
評
者
も
今
後
、
検
討
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
で

あ
る
。国
家
的
抑
耶
匙
設
と
い
う
「
目
的
」
は
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
朝
期
か
ら
共
和
政
期
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
問
題
は

そ
の
資
金
を
調
達
す
る
「
手
段
」
に
あ
り
、
こ
こ
に
内
乱
前

後
の
断
絶
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
会
の
承
認
を
必
要

と
す
る
補
助
税
ａ
三
〕
望
身
）
や
関
税
か
、
あ
る
い
は
議
会

の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
大
権
的
課
税
（
Ⅱ
船
舶
税
）
に
よ

る
の
か
。
第
１
部
で
は
政
府
の
選
択
し
た
船
舶
税
の
「
財
政

的
成
功
」
と
「
政
治
的
失
敗
」
の
Ⅲ
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
（
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船
舶
税
を
財
政
的
成
功
に
導
い
た
一
ろ
め
の
理
由
と
し
て
一

地
方
内
抗
争
と
枢
密
院
の
仲
裁
機
能
の
協
同
が
挙
げ
ら
れ
る

枢
密
院
は
シ
ェ
リ
フ
に
行
政
的
強
制
権
の
行
使
を
冷
淡
に
迫

り
な
が
ら
、
自
ら
は
「
最
高
行
政
機
関
で
は
あ
っ
て
も
、
そ

れ
に
純
化
す
る
こ
と
な
く
司
法
機
関
と
し
て
の
機
能
を
持
ち

続
け
た
」
（
一
六
頁
）
。
シ
ェ
リ
フ
た
ち
も
枢
密
院
か
ら
右
利

な
裁
定
を
引
き
出
す
た
め
に
係
争
外
の
船
舶
脱
に
つ
い
て
は

そ
の
徴
収
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
「
中
央
の
暖
昧
さ
」

こ
そ
船
舶
税
を
成
功
さ
せ
た
饗
因
で
あ
っ
た
（
一
六
頁
）
。

枢
密
院
の
行
政
的
非
力
さ
が
、
は
か
ら
ず
も
船
舶
税
の
行
政

的
効
果
を
ｋ
げ
た
と
見
な
す
点
で
、
岩
者
は
枢
密
院
の
行
政

能
力
を
高
く
評
価
す
る
修
正
主
義
者
の
議
論
と
一
線
を
・
山
し

て
い
る
と
い
え
よ
軍
う
。

著
者
の
も
う
一
つ
の
論
点
は
、
一
六
三
七
・
八
年
の
ハ
ム

デ
ン
の
船
舶
悦
敗
判
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
川
敗
判
は
「
い

か
に
突
発
的
で
単
発
的
と
見
え
よ
う
と
、
実
際
は
マ
グ
↓
、
の

よ
う
に
地
ド
に
う
ご
め
い
て
い
た
地
方
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
忠
法

的
批
判
が
噴
出
し
た
も
の
（
Ｖ
貝
）
」
と
解
秋
さ
れ
、
述
統

性
が
砿
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
縦
公
が
不
在
」
で

あ
る
以
上
、
船
舶
税
が
金
納
化
・
全
国
化
・
反
復
化
し
て
い

く
こ
と
に
対
す
る
憤
感
は
地
〃
内
抗
争
に
捌
け
川
を
見
出
す

し
か
な
く
、
一
六
四
○
年
に
議
会
が
招
集
さ
れ
た
と
き
に
は

じ
め
て
、
全
国
的
な
広
が
り
を
持
つ
態
法
的
批
判
が
噛
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
本
苦
全
休
に
関
わ
る
薪
干
の
疑
問
点
や
今
後
の
近

川
イ
ギ
リ
ス
財
政
史
研
究
の
課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

本
書
第
１
部
で
は
、
「
チ
ェ
シ
ャ
」
「
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
」
「
サ

マ
セ
ヅ
ト
シ
ャ
－
」
「
サ
フ
ォ
ー
ク
シ
ャ
ー
Ｌ
「
デ
ヴ
ォ
ン
シ

ャ
ー
」
に
お
け
る
シ
ェ
リ
フ
の
徴
税
業
務
を
分
析
す
る
中
で

（
１
）

上
述
の
議
論
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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要
因
論
自
体
が
彼
ら
の
射
程
外
で
あ
り
、
議
論
か
す
れ
違
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

第
三
に
本
書
で
は
、
「
清
教
徒
革
命
」
、
「
内
乱
」
、
「
革
命

政
権
」
と
い
っ
た
言
葉
が
散
見
さ
れ
る
が
、
著
者
は
船
舶
税

問
題
か
ら
、
い
か
な
る
「
革
命
像
」
を
州
こ
う
と
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
モ
リ
ル
の
場
合
、
「
革
命
」
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
は
な
く
、
ブ
リ
テ
ン
の
革
命
を
意
味
す
る
。
修
正
主
義

者
の
船
舶
税
解
釈
批
判
を
右
効
な
も
の
に
す
る
に
は
、
彼
ら

の
革
命
解
釈
に
対
す
る
評
価
に
向
か
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
Ｍ
・
ブ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
こ
の
時
期
を
「
直
帖
収
入
国

家
」
か
ら
「
租
税
国
家
」
へ
の
移
行
期
と
位
置
づ
け
て
い
る

（
ワ
】
）が
、
著
者
の
船
舶
税
論
は
、
こ
う
し
た
国
家
形
成
論
と
い
か

な
る
関
係
性
を
持
ち
得
る
の
か
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
川

題
は
、
近
世
イ
ギ
リ
ス
財
政
，
史
研
究
の
今
陵
の
課
題
と
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
精
力
的
に
仕
事
を
進
め
る
著
者
の
こ
と
だ

か
ら
、
す
で
に
次
著
の
構
想
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
議
論
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

士
一
一
三
口（
１
）
詳
し
く
は
菅
原
秀
二
氏
の
書
評
『
社
会
経
済
史

学
』
七
一
巻
六
号
、
三
○
○
六
年
、
二
三
’
五
頁

を
参
照
。

（
２
）
ブ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
・
油
井
重
喜
訳
『
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
租
税
国
家
の
成
立
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
三
○

○
○
年
。

（
広
島
大
学
教
授
）
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